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昨年度行われた東京パラリンピックの人気種目「ボッチャ」を自主事業で行い、楽しめる障がい理解の啓発を行っ
ていく。感染対策を踏まえ、最終的にケアプラザだけでなく、町内会館等も会場にして、小チーム同士の大会がで
きるよう進めていく。

高齢者虐待について普及啓発物品（ポケットティッシュ）を作成する。
ケアプラザ事業や地域主催の事業・会議等で地域住民へ広く配布して関心を高める。

□ 区からのコメント

令和４年度 清水ケ丘地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用(事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

̶総括表̶
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の⽅向性
マンション等の新規住宅が増えていくなかで、子育てに関連するニーズも年々高まりをみせている状況であり、全世代対
象の事業でも子育て世代の参加者が多くみられた。また、地域行事等においても若い世代が活躍する場面も増えてきて
いる。
一方で、地域のサロンや食事会に参加し介護予防や権利擁護の普及啓発等を行う場があったが、新型コロナウイルスの
影響で活動が止まってしまっているところも多い状況である。そのような状況下であるため、引き続き、感染症対策を踏ま
えた事業展開を行っていく。
昔からの関係で、ご近所同士助け合っていても、在宅生活をすることが困難になった状態でケアプラザにつながることもあ
るため、地域関係者と連携をとり、早期に支援の輪が広げられるようにしていきたい。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

前年度「まるごとみなみ施設間連携事業」にてケアプラザのPR動画を作成したように、地域包括支援センターのチ
ラシをもとにした動画を作成し、若い世代にも周知していく。

感染の状況次第だが、清水ケ丘エリア近辺の子ども食堂や学習支援の活動者に集まっていただき、運営や地域
の課題解決に向けた話し合いを行っていく。また、新しい活動ができた場合には声掛けをしてネットワークを拡大
していく。

今年度も継続して「まちテクラリー」を行っていく。前年度は、地区社協と共催で行ったが、今年度は保健活動推進
員と一緒に取組み、地域の健康づくり事業として進めていきたい。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

契約
者数

令和４年度清水ケ丘地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

包括支援センターでは関係する事業所との連携を強化
し、公正中立性を確保する為に、依頼先が特定の事業
所に偏らないようケアマネサロンを定期開催し、顔の見
える仕組みつくりを行います。又、依頼先について記録
するなどして公正・中立性を確保するよう努めます。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

コンプライアンスやリスク管理等について、所内会議や
各職種会議等を通じて周知を行います。
作業者が納得して取り組めるよう、意見交換を行ない、
作業手順の書面化、共有化を図ります。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

お客様が要介護状態になることを防ぎ、要支援状態に
なってもその悪化をできる限り防ぐために、高齢者自身
が住み慣れた場所で、自立した日常生活を送ることが
できることを目標にしています。地域の中で生きがいや
役割を持って生活できるよう、利用者本人が目標を理
解したうえで、必要なサービスを主体的に利用して、目
標達成に取り組んでいけるような計画を作成するように
努めます。

地域包括支援センター
（看護師、社会福祉士、主任ケアマネジャー、ケアプラ
ンナー2名）5名

居宅介護支援事業

計画の作成にあたっては、お客様やご家族の意思を尊
重し、心身の状況や生活環境等に応じて、自立した日常
生活を可能な限り送ることができることを目標とします。
　お客様の自己選択を尊重するとともに、関係行政機
関、地域の保健・医療・福祉関係者及び介護保険サービ
ス事業所、ボランティア団体等と連携を図り、公正中立な
立場で総合的かつ効率的にサービスが利用でき、状態
の維持や軽減を図れるようにします。

介護支援専門員（ケアマネジャー）常勤３名、非常勤２名



目標

実施
体制

利用
料金

・
実費
負担

職員
体制

３　通所系サービス事業

通所介護
（介護予防・第１号・通所介護）

認知症対応型通所介護
（介護予防・通所介護）

地域密着型通所介護
（介護予防・通所介護）

一日を楽しく有意義に過ごせるよう
に、趣味のサークル活動を充実させ
ます。また、その中で仲間づくりがで
きるよう工夫します。
地域のボランティアや近隣の小中学
校・高校等、様々な世代と社会交流
を行う機会を設けます。また、安心し
て過ごしていただけるよう日頃より事
故防止の取り組みを行います。
取組
①四季折々のイベント（夏祭り、大運
動会、敬老会、クリスマス会など）の
ほかに、アクティビティを行います。
②地域の保育園、小中学校、各種団
体などとの交流の機会を積極的に取
り入れ、地域との交流を図ります。
③お客様の状態や状況の変化など
を的確に捉え、ご家族や担当ケアマ
ネジャーと連携をします。
④お客様の身体状況の維持と向上
を目的として、体操プログラムを実施
します。
⑤安心してサービス利用をする為
に、ヒヤリ・ハットを記録し検証を行い
事故防止に努めます。

他者との交流を通して社会性を維
持する事で、認知機能の維持・向
上に努めていきます。

認知機能・身体機能の維持・向上
の為のプログラムを提供します。
取組
①季節を感じる事が出来る様に四
季折々のイベントを行います。
②脳のトレーニングを行います。
③調理レクリエーションを通し手段
的日常生活動作が、独力で出来る
事の機能訓練を行います。
④運動機能を維持する為に、個別
に機能訓練を行います。
⑤個別機能訓練の一環として戸外
訓練を行います。

【実施日数】
308日
【提供時間】
8：45～16：44
【定員】
35名

【実施日数】
51日
【提供時間】
8：45～16：44
【定員】
12名

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

管理者1名（常勤兼務）　生活相談員
５名（常勤兼務）　看護職員５名（非
常勤兼務）　機能訓練指導員５名（非
常勤兼務）　介護職員１９名（常勤兼
務５名、非常勤専従１２名、非常勤兼
務２名）　運転職員５名（非常勤専従
５名）

管理者１名（常勤兼務）　生活相談
員５名（常勤兼務）　看護職員１名
（非常勤兼務）　機能訓練指導員１
名（非常勤兼務）　介護職員８名
（常勤兼務５名、非常勤専従１名、
非常勤兼務２名）　運転職員1名
（非常勤専従1名）

契約
者数
等 【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

〇一割負担分　（要支援１）1,793円
（要支援２）3,675円　〇サービス提供
体制強化加算（要支援１）78円　（要
支援２）155円　〇科学的介護推進体
制加算43円　〇食費負担750円
●１割負担分　（要介護１）703円
（要介護２）829円　（要介護３）961円
（要介護４）1,092円　（要介護５）1,225
円
●食費負担750円　●入浴加算43円
●中重度者ケア体制加算49円●
サービス提供体制強化加算20円　●
科学的介護推進体制加算43円

●１割負担分　（要介護１）1,080円
（要介護２）1,197円　（要介護３）
1,315円　 （要介護４）1,432円　 （要
介護５）1,550円　●食費負担750円
●入浴加算44円　●個別機能訓練
30円　●サービス提供体制強化加
算20円　●科学的介護推進体制加
算44円



収⼊の部 （単位︓円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

19,591,000 19,591,000 19,591,000 横浜市より

154,300 154,300 154,300

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

△ 2,440,000 △ 2,440,000 △ 2,440,000

17,305,300 0 17,305,300 0 17,305,300

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

9,680,817 0 9,680,817 0 9,680,817

7,519,335 7,519,335 7,519,335 職員給与、非常勤職員給与

871,740 871,740 871,740

1,063,800 1,063,800 1,063,800

45,254 45,254 45,254

8,250 8,250 8,250

172,438 172,438 172,438

0 0

1,100,966 0 1,100,966 0 1,100,966

7,500 7,500 7,500

240,000 240,000 240,000 感染対策費

25,000 25,000 25,000

125,000 125,000 125,000

359,210 359,210 359,210

0 0 0 0 0

⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0 0

その他 0 0

0 0

0 0

22,840 22,840 22,840

0 0 0

25,000 25,000 25,000

189,191 189,191 189,191

39,225 39,225 39,225

0 0

68,000 68,000 68,000 広報紙

756,491 0 756,491 0 756,491

42,000 42,000 42,000

154,300 154,300 154,300

560,191 560,191 560,191 講師謝金、講座準備、保険料

5,293,026 0 5,293,026 0 5,293,026

1,580,000 1,580,000 1,580,000

900,000 900,000 900,000

50,000 50,000 50,000

1,096,859 0 1,096,859 0 1,096,859

空調衛⽣設備保守 350,000 350,000 350,000

消防設備保守 62,632 62,632 62,632

電気設備保守 40,000 40,000 40,000

害⾍駆除清掃保守 13,000 13,000 13,000

駐⾞場設備保全費 5,000 5,000 5,000

その他保全費 626,227 626,227 626,227 設備点検保守料

1,366,167 1,366,167 1,366,167 がけ地整備、植栽管理等

300,000 300,000 300,000

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

0 0

17,305,300 0 17,305,300 0 17,305,300

0 0 0 0 0

154,300 0 154,300 0 154,300

154,300 0 154,300 0 154,300

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

令和４年度　「横浜市清水ケ丘地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科⽬
指定管理料
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）
雑⼊

共益費

運営協議会経費
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）
その他

管理費

⾃主事業 収⽀

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出

その他
⽀出合計

⾃主事業費 ⽀出

差引

⾃主事業費 収⼊

⼿数料
地域協⼒費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購⼊費

振込⼿数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

⼿当計
健康診断費

事務費

収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額

社会保険料

その他



収⼊の部 （単位︓円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

25,739,000 25,739,000 25,739,000 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

5,802,000 5,802,000 5,802,000 横浜市より
0 0

0 0

△ 2,027,000 △ 2,027,000

48,000 0 48,000 0 48,000

0 0

0 0

48,000 48,000 48,000 研修生受入れ謝金

△ 2,027,000 △ 2,027,000 △ 2,027,000

29,716,000 0 29,716,000 0 29,716,000

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

26,157,638 0 26,157,638 0 26,157,638
18,124,254 18,124,254 18,124,254 職員給与

2,960,505 2,960,505 2,960,505
4,427,000 4,427,000 4,427,000

34,067 34,067 34,067
27,750 27,750 27,750

584,062 584,062 584,062
0 0

1,027,005 0 1,027,005 0 1,027,005
7,500 7,500 7,500

165,500 165,500 165,500
3,000 3,000 3,000

125,000 125,000 125,000
391,250 391,250 391,250

0 0 0 0 0
⾃販機⽬的外使⽤料（横浜市への⽀出） 0 0

その他 0 0
0 0

0 0 0
22,840 22,840 22,840
10,000 10,000 10,000
77,625 77,625 77,625

224,290 224,290 224,290
0 0 0

0 0
0 0

940,000 0 940,000 0 940,000
630,000 630,000 630,000 予算：指定額

0 0 0
0 0 0
0 0 0

310,000 310,000 310,000 講師謝金、講座準備、保険料

1,465,357 0 1,465,357 0 1,465,357
420,000 420,000 420,000
250,000 250,000 250,000
13,000 13,000 13,000

292,686 0 292,686 0 292,686
空調衛⽣設備保守 86,000 86,000 86,000
消防設備保守 16,000 16,000 16,000
電気設備保守 10,000 10,000 10,000
害⾍駆除清掃保守 3,500 3,500 3,500
駐⾞場設備保全費 1,280 1,280 1,280
その他保全費 175,906 175,906 175,906 設備点検保守料

461,121 461,121 461,121 がけ地整備、植栽管理等

28,550 28,550 28,550
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0
0 0
0 0
0 0
0 0

29,716,000 0 29,716,000 0 29,716,000
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⼊
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる⽀出
管理許可・⽬的外使⽤許可に関わる収⽀

その他
⽀出合計

差引

⾃主事業費 収⼊
⾃主事業費 ⽀出
⾃主事業 収⽀

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱⽔費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協⼒医
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業費（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
その他

事業費

使⽤料及び賃借料

備品購⼊費
図書購⼊費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込⼿数料
リース料
⼿数料
地域協⼒費
その他

勤労者福祉共済掛⾦
退職給付引当⾦繰⼊額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
⼿当計
健康診断費

その他
収⼊合計

⽀出の部

科⽬

⼈件費

⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【包括】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【介護予防】
⾃主事業収⼊（指定管理料充当の⾃主事業）【⽣活⽀援】
雑⼊
印刷代
⾃動販売機⼿数料
その他

指定管理料【⽣活⽀援】

令和4年度　「横浜市清水ケ丘地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科⽬

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】



令和4年４月１日～　　　令和5年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

6,550 6,550 23,026 23,026 77,922 77,922 7,754 7,754 0

6,311 0 6,311 453 0 453 10,000 0 10,000 393 0 393 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 3,465 3,465 0 0

予防支援ケアマジメント収入 6,311 6,311 0 0 0 0

認定調査料（市内） 0 350 350 0 0 0

食費収入 0 0 6,475 6,475 393 393 0

0 0 0 0 0

その他 0 103 103 60 60 0 0

12,861 0 12,861 23,479 0 23,479 87,922 0 87,922 8,147 0 8,147 0 0 0

3,477 3,477 19,437 19,437 71,496 71,496 4,244 4,244 0

294 294 1,514 1,514 7,734 7,734 485 485 0

0 0 15 15 14,170 14,170 837 837 0

0 0 0 0 1,471 1,471 84 84 0

7,968 0 7,968 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 7,968 7,968 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

11,739 0 11,739 20,966 0 20,966 94,871 0 94,871 5,650 0 5,650 0 0 0

1,122 0 1,122 2,513 0 2,513 -6,949 0 -6,949 2,497 0 2,497 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和4年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：清水ケ丘地域ケアプラザ

収
入

科目 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護認知症対応型通所介護



清水ケ丘地域ケアプラザ

1 介護者のつどい「みんなの会」 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

要介護者を抱える家族に外出や気分転換の機会を提
供し、活動の場を地域に広げます。合わせて介護や介
護者に対する理解を深めます。また、介護者の負担感
を軽減することにより、在宅での介護を続けられる環境
づくりをするとともに高齢者虐待などの防止も図りま
す。

５：地域

①身近なケアプラザを利用し地域での居場所づくり
②家庭と異なる環境・人との接点づくり
③福祉サービス等の情報を知っていただく
上記の事を行える場とする。
○毎月第3金曜日、10：00～12：00

2 高齢者虐待防止普及啓発事業 平成29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域の自治会・町内会、民生委員、地区社会福祉協議
会、友愛活動員等広く一般の地域住民の高齢者虐待
防止についての認識や意識を向上を図ります。
また地域の福祉保健活動者との更なる連携・相談体制
の強化を図ります。

５：地域

高齢者虐待については一般的に興味を持ちにくい傾向
がある。
高齢者虐待について身近なものだと認識してもらえるよ
う常に携帯していることが多いポケットティッシュをつか
い、南区民に馴染みのある「みなっち」のイラストを使用
することで身近に感じてもらえるような普及啓発物品を
作成して配布する

3 ケアマネサロン 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ケアマネジャー同士が利用者の心身の状況等に応じ、
利用者自身の選択に基づくケアマネジメントを実践す
ることができ、地域の多様な資源を活用し、必要なサー
ビスの提供だけでなく、その人らしさを発揮できるような
ケアマネジメントを実践できることを目指します。

６：事業者
ケアマネジャー等が共通に抱える課題の解決に向け
た、事例検討会や研修会、情報交換会を実施する。
○年度内４回

4 あずまカフェ 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

医療と介護を必要とする高齢者が、住み慣れた地域で
自分らしい暮らしを続けることができるよう、ケアマネ
ジャーが、医療や介護の関係者と連携したケアマネジ
メントを実践できるよう資質の向上を目指します。

６：事業者

ケアマネジャーの医療知識の向上や、医療や介護をは
じめとした多職種と連携しながらケアマネジメントを実践
するための研修等の実施。
○5月・7月・9月・11月・1月・3月
○第三金曜日13時～14時

5
民生委員・ケアマネジャー連絡
会

平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

ケアマネジャーが介護保険の制度のみでなく、地域関
係者と連携し、住み慣れた自宅で生活ができるように
ケアマネジメントを実践することを目指します。

５：地域

地域福祉関係者（民生委員）との交流も含めた「連絡
会」として開催し、顔の見える関係づくりを行います。

6 地域ケア会議 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

個別ケースの課題から地域の現状と課題が把握がで
き、地域の支援者との仕組みづくりを行う為のネット
ワークの構築を目指します。

５：地域
町内会とのネットワーク構築の為に地域の実情を把握
し、町内会等との関係づくりを行います。

7 認知症サポーター養成講座 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

「認知症を学び、地域で支える」をテーマとして、太田地
区と太田東部地区各々の地域にて、キャラバンメイトに
よる講座開催を支援してまいります。

５：地域 4
太田地区、太田東部地区の地域団体、小学校等に対し
不定期に開催。

8 ハッピー・ストレッチ 平成25年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

運動機能の維持・改善、口腔機能維持、低栄養予防、
認知症予防など、介護予防に必要な活動への自主的
な取り組みを支援する。

１：高齢者 5
・太田地区連合町内会館
・毎月第２・第４水曜日（変更有）

9 いきいきダンベル体操教室 平成26年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

運動機能の維持・改善、口腔機能維持、低栄養予防、
認知症予防など、介護予防に必要な活動への自主的
な取り組みを支援する。

１：高齢者 5
・Asukaスタジオ
・第2・第4火曜日（変更有）
・西中前里一・二白金一町内会共催。

10
清水ケ丘第二町内会館玄米ダ
ンベル体操教室

平成27年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

運動機能の維持・改善、口腔機能維持、低栄養予防、
認知症予防など、介護予防に必要な活動への自主的
な取り組みを支援する。

１：高齢者 5
・清水ケ丘第二町内会館
・毎月第２・第４月曜日（変更有）
・清水ケ丘第二町内会共催。

11
玄米にぎにぎダンベル・ストレッ
チ体操

平成27年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

２：発展させるね
らい

運動機能の維持・改善、口腔機能維持、低栄養予防、
認知症予防など、介護予防に必要な活動への自主的
な取り組みを支援する。

１：高齢者 5
・南太田４丁目町内会館
・第１・第３火曜日（変更有）
・南太田４丁目町内会共催。

12 お元気で２１健診 平成28年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

かいご予防サポーターが担い手となり地域版、包括版
のお元気で２１健診を開催する。

１：高齢者 5

・Asukaスタジオ、南太田四丁目町内会館、太田地区町
内連合会館、清水ケ丘第二町内会館、清水ケ丘第一
町内会館
・太田地区・太田東部地区かいご予防サポーター共催

13
清水ケ丘公園脳トレウオーキ
ング教室

平成29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

①地域の高齢者が、ロコモ予防、サルコペニアの予防
ができる。
②身近な場所で介護予防教室を地域の方とともに開
催することで、地域への介護予防の普及啓発となるこ
とが出来る。

１：高齢者 5
・清水ケ丘公園自由広場
・毎月第２・第４木曜日　午前10時～11時

14
清水ケ丘地域ケアプラザ　介
護予防ボランティアステップ
アップ研修

平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域での介護予防活動に必要な知識の修得やボラン
ティア活動のモチベーションを維持できる。

５：地域
・かいご予防ボランティア、脳トレウォーキングボラン
ティアを対象としたスキルアップ講座を開催。
時期未定。

15 成年後見制度普及啓発事業 平成30年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

成年後見制度等については当事者の関心は薄い。当
事者だけでなく、支援者が掘り起こせるように必要な知
識を理解してもらう必要がある。

６：事業者
ケアマネジャー等支援者向けに成年後見制度等につい
ての講座を行う。
○年1回程度、時期は未定。

16 介護予防教室（仮） 令和２年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

地域の高齢者に、介護予防に必要な口腔機能維持、
栄養講座を開催し、ロコモ予防、サルコペニアの予防
に必要な知識を持っていただく。

１：高齢者 5
清水ケ丘公園周辺の地域高齢者を対象に、介護予防
講座を開催。

令和４年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

17
高齢者虐待防止普及啓発事業
②

平成29年度
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

介護保険事業所の高齢者虐待防止についての認識や
意識を向上を図ります。
また介護保険事業者との更なる連携・相談体制の強化
を図ります。

６：事業者
南区社会福祉士部会で作成した普及啓発用パワーポ
イントを使用して介護保険事業者向けの講座を行う。
〇希望する事業所の都合に合わせるため時期未定。

18 子育て広場「たけのこ」 平成23年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て広場として、親子での外出や交流の機会を提
供。

３：養育者及
び乳幼児

月に２回開催。毎月第２金、第４水曜日の午前中に子
育て世代親子を対象に多目的ホールを開放して自由遊
びの場としてもらう。また広場で地域のボランティアさん
にママの話相手になっていただいたり、近隣の保育士
に遊びの提供や子育て相談をしていただいたりする。状
況によって回数を増やしていく。
時には地域の体操団体による親子での体操、保育士さ
んによるお話や「手遊び歌」、「パネルシアター」を行っ
ていただく。

19
子育て広場「ベビーマッサージ
とベビーヨガレッチ」

平成18年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て広場として、親子での外出や交流の機会を提
供。

３：養育者及
び乳幼児

毎月第１木曜日に未就園児を持つ親子を対象とした講
座を開催。
１回ごとに参加者を募集。「ベビーマッサージとベビーヨ
ガレッチ」を講師に協力いただき開催する。

20
子育て広場「よちよちさんのか
らだ遊び」

令和１年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

親子のスキンシップを図るとともに、外出や交流の機会
をつくる。

３：養育者及
び乳幼児

10月から第３木曜日に開催。講師を迎え、歩けるように
なったお子さんの親子を対象に体を動かして楽しい時
間を過ごす。

21
子育て広場
「パステルアート」

令和4年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

親子で外出や一緒に活動することを通して、楽しい時
間を共有する。

４：子ども・青
少年

パステルを使って、思いのままに描くことで、リラックス
効果や自己肯定感を養うことができる

22
子育て広場
「赤ちゃんサイン」

令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育てをすこしでも楽に、楽しくしたり、思いを共有する
場を持つ

３：養育者及
び乳幼児

言葉でのコミュニケーションがまだできない赤ちゃんと
のコミュニケーションの一つを知る。

23
子育て広場
「ちはっさく」（仮）

令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

親が少しでも負担感少なく、子育てについてのヒントを
得ることが出来る、また子育て中の思いなどを共有で
きる場をもつ

３：養育者及
び乳幼児

子育てに生かせる「ほめる」「聞く。考えさせる」などの行
動を練習を通して、学ぶ

24 親子レンジャー 平成28年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の親子や家族などを対象に身近なケアプラザを利
用し地域での居場所作りとともに、家庭と異なる環境・
人との接点づくりと参加者同士の交流を図る。

４：子ども・青
少年

5

毎月第２日曜日に開催。３Ｂ体操の講師を迎え、地域の
方を対象に音楽に合わせ体操やストレッチを行い楽し
い時間を過ごす。
（みんなの体操」から名称変更

25 手しごと倶楽部 令和２年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

外出のきっかけとなる、ちょっとした楽しみが
感じられる場を参加者と一緒に作っていく

１：高齢者
折り紙や小物などを参加者の意見を取り入れ
ながら作成していく。月1回程度

26
よこはまシニアボランティアポ
イント登録研修会

平成22年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

「よこはまシニアボランティアポイント」制度の利用登録
の推進。

５：地域
ケアプラザで活動をしているボランティアや地域の方を
対象に「よこはまシニアボランティアポイント」の登録研
修会を開催する。

27 ボランティア健康交流会 平成22年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

ケアプラザでボランティア活動をされていた方々との関
係維持 ７：その他

太田地区保健活動推進員会の協力を得て、健康チェッ
クを行った後、ボッチャを体験する。

28 まちテクラリー 令和２年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

新しい生活様式の中で、地域の人が身近な
地域を歩くことを通して、健康を保つことができる。見慣
れた地域の再発見や緩やかなつながりを感じることが
できる。

５：地域
ケアプラザ担当エリア内の施設や町内会掲示板
等の20か所にクイズを掲示。クイズに答えながら歩いて
地域を回ってもらう。

29 みんなのラジオ体操 令和4年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

気軽に参加,気軽に健康づくり、気軽に顔見知りになっ
ていく

５：地域
ケアプラザの隣の清水ケ丘ふれあい公園で毎日9時に
ラジオ体操を実施（雨天は中止）

30 ボッチャやりま～す！ 令和4年度 ５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

地域の方々が楽しみながら体を動かしながら、自然と
交流できる。

５：地域
パラリンピックの競技で知られるようになったボッチャを
行っていき、ゆくゆく大会などをやっていきたい。（月1
回）

31
気軽に体験　第1弾
「ピラティス」

令和4年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

地域の方々の交流,健康への意識向上、ケアプラザの
周知につながる

５：地域
街の先生によるピラティスの体験
　5月

32
気軽に体験　第２弾
「こども科学捜査」

令和4年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

小学生の夏休みの活動、ケアプラザの周知
４：子ども・青
少年

街の先生による小学生対象とした科学捜査の体験講座
8月　1回

33 健康麻将（マージャン）教室 令和4年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

健康の維持増進と脳トレを兼ね、高齢になっても新しい
ことに挑戦することや楽しさを共有できる仲間づくり １：高齢者

初心者を対象とした健康麻将（マージャン）を学び、楽し
い時間を過ごす。
出来るようになることより、その場を楽しむことを優先



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

34 園芸講座（仮） 令和4年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

清水ヶ丘公園とケアプラザを身近に感じ、ひと・まち・み
どりの輪をひろげる

５：地域
清水ヶ丘公園と共催で園芸等の講座を実施
年4回

35
生活応援団
「ちょぼら」

平成11年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

一人暮らしの高齢者や高齢者世帯、障害者への生活
支援。

１：高齢者 2

支えあい連絡会から発足。ボランティアグループ「ちょぼ
ら」が地域の一人暮らしの高齢者や高齢者世帯、障害
者のお宅に出向き、庭木の剪定や草刈り、家具の補修
や電球交換などを実施し、生活支援を行う。

36 くらしと趣味の学習館 平成11年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

住まいの簡単な小修繕や趣味を通して仲間作りや地
域参加の推進を促す。さらにボランティア活動につなげ
る。

５：地域

ボランティアグループ「生活応援団ちょぼら」のメンバー
を講師やサポーターに迎え、地域の方を対象に小修繕
や趣味の講座を年４回開催する。１回ごとに町内掲示
版などで参加者を募集する。
５月「網戸の張り替え方法」、7月「庭木の手入れ」、11月
「包丁の研ぎ方」講座を開催予定。

37
清水ケ丘地域ケアプラザ祭り
「ヒルトップフェスタ」

平成28年度
１：地域活動交
流事業

２：発展させるね
らい

清水ケ丘地域ケアプラザのPRと地域住民との交流、ボ
ランティア団体・個人、関連施設との連携等を行う。

５：地域

ケアプラザまつりとして、サークル団体の発表やボラン
ティア・サークル団体・ドントン商店会による出店コー
ナー、多世代交流コーナー、喫茶コーナーなどを行う。
また、資源循環局南事務所、横浜南消防団、太田・太
田東部保健活動推進員に協力いただき開催する。

38 シルバーコンサート 平成29年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域の方を対象に身近なケアプラザを利用し音楽を通
して外出や交流の場を広げる。

１：高齢者
音楽アンサンブル　Ciao!さんを招き身近な施設で演奏
会を開催、高齢者の方を対象に外出の機会のひとつと
して音楽を楽しんでいただくコンサートを開催する。

39 うた倶楽部 令和4年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

音楽を通して、外出・交流の場をつくる。 １：高齢者
演奏ボランティアグループ「オブリガート」さんによる懐メ
ロや童謡などを歌う。

40
太田東部地区
「健民祭」参加

平成18年度
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

地域との交流とともに、地区社協、学校、町内会、民生
委員、などの福祉関係者との関係づくりを図る。

５：地域

太田東部地区のお祭り「健民祭」で民生委員、児童委
員コーナーに参加協力を行う。
主任児童委員と子ども対象の「プラバンづくりコーナー」
の出店協力する。
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